
令和２年１２月２日

健康福祉部 障害政策課

社会参加推進係 内線２６３４

令和２年度障害者週間記念行事の開催について

障害者基本法に規定された「障害者週間」（１２月３～９日）を記念し、障害者に対する県民の理

解をより一層深めるとともに、障害者の自立と社会参加の促進を図ることを目的として、障害者週間

記念行事を開催します。

１ 期 間 令和２年１２月４日（金）～１２月２８日（月）

２ 主 催 群馬県、群馬県障害者社会参加推進協議会、群馬県肢体不自由児協会

３ 内 容

（１）令和２年度障害者週間記念行事オープニングセレモニー（［参考１～２］参照）

障害者週間にあわせて実施される行事のスタートとして、各種表彰式を行います

日時：令和２年１２月４日（金）１３：３０～

場所：群馬県庁７階 正庁の間

（２）第２１回群馬県障害者作品展

障害のある方々が日頃、熱意を持って取り組まれている文化活動の成果を広く県民の皆様に

御紹介するため、制作した作品を展示します。

開催期間：令和２年１２月４日（月）～１２月２８日（月）

※本年は、群馬県ホームページにおいて、ウェブ上での開催となります。

県庁舎内での展示は行いません。

４ その他

新型コロナウィルス感染症の感染防止のため、オープニングセレモニーの取材を希望される場合

には、当日、健康状態申告書の記入と検温に御協力ください。



［参考１］

「心の輪を広げる体験作文」・「障害者週間のポスター」入賞者

県内の小中高等学校の児童生徒及び一般から募集したところ、作文９１点、ポスター３

４点の応募がありました。

その中から、審査委員会の厳正なる審査を経て、以下のとおり各賞を決定しました。

○心の輪を広げる体験作文

部門 賞名 氏名 題名

小学生 最優秀賞 齋藤 芽吹 大好きな場所で

知事表彰 （他 優秀賞１名・佳作１名）

（計７名） 中学生 最優秀賞 高田 莉乃 私の妹

（他 優秀賞１名・佳作１名）

高校生 最優秀賞 茂木 菖 「障がいは個性だ」

・一般 という言葉を。

部門 賞名 氏名 題名

群馬県肢体不自 小学生 最優秀賞 田邊 結望 山田さんとぼく

由児協会長表彰 （他 優秀賞１名・佳作１名）

（計７名） 中学生 最優秀賞 大澤 未來 通じ合える嬉しさ

（他 優秀賞１名・佳作１名）

高校生 最優秀賞 吉田 ほのか 障害・病気に対して

・一般

○障害者週間のポスター

部門 賞名 氏名 題名

知事表彰 小学生 最優秀賞 今井 奏良 表彰台のてっぺんを

（計３名） 目指して

中学生 最優秀賞 米川 心優 繋がる心で広がる世界

（他 優秀賞１名）

部門 賞名 氏名 題名

群馬県肢体不自 中学生 最優秀賞 星野 百香 「普通」じゃない。

由児協会長表彰 だから良い。

（計１名）



［参考２］

○令和２年度「人にやさしい福祉のまちづくり」表彰受賞者

表彰対象者は、対象期間（令和元年１１月～令和２年１０月）において、人にやさしい

福祉のまちづくり条例の整備基準を全て満たした建築物を建て、群馬県から適合証を交付

された方です。

○表彰者

施設名称 受賞者

ふじ歯科クリニック 荻原 彰子

高崎駅東口第九地区第一種市街地再開発事業 共同個人施工者代表者 株式会社ココパルク

（Brilliaスクエア高崎 代表取締役 木本 髙一朗

（高崎駅東口第九地区第一種市街地再開発事業））

阿左美駅 東武鉄道株式会社

取締役社長 根津 嘉澄

○「手足の不自由な子どもたちを守り育む運動」感謝状受贈者

群馬県肢体不自由児協会では、「手足の不自由な子どもたちを守り育む運動」として、

募金活動を行っており、頒布品としてクリアファイルを作成しております。

当協会の活動に御協力頂いている皆さまに感謝状を贈呈いたします。

○感謝状受贈者

受贈者

株式会社サロン・ド・ジュン 代表取締役社長 深澤 勤


